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　かつてアイヌ
民族には女性が
シヌイエ（si－本
当に nuye－ 描
く）という入れ
墨をする風習が
ありました。場
所は唇の上下、
手の甲、前腕などです。胆振西部では、眉間や額に入
れることもありました。口の周囲に入れる場合も、樺
太や道東、千島列島では円状、道西南部（渡島、胆振、
石狩）や日高、十勝地方は口から耳元までと地域によ
り形が異なっていました。沙流川地域では、右手と左
手の模様が異なり一方は碁盤の目状、もう一方はさや
型の模様でした。碁盤の目の方は、プクサムリリ
（pukusa－行者ニンニク murir－ 組紐＝行者ニンニク
のはかまにある網の目状の模様）、さや型の方はウォッ
キキリ（u－互いに ok－ひっかかる kikir－系列＝絹布
に見られる豆
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鞘
さや

風
ふう

の模様）といいます。
　アイヌの人々の入れ墨の手順は、まずヤチダモの木
の皮を煎じます。ヤチダモはアイヌ語ではピンニです
がピンはピリ（pir）で傷、ニ（ni）は木で、傷に対応
する木という意味になります。ヤチダモの煮汁は消毒
薬として使われました。次に、皮膚を細かく刃物で切
り、傷をつけて、そこに白樺の樹皮を燃やして出る油
煙の墨を刷り込みます。傷をつける道具は古くは黒曜
石（十勝石）、カミソリが入手できるようになってか
らはカミソリを使っていました。十勝地方では入れ墨
のことを、アンチピリ（anci －黒曜石の pir－傷）と
言います。天然のガラスである黒曜石は、縄文時代か
ら刃物の代わりに多用されていたことが思い出されま
す。沖縄の人々もかつては入れ墨をしていましたが、
こちらは刃物ではなく針を束ねたものを使っていたそ
うです。ミクロネシアも針を使います。刃物で切って
施す入れ墨は、色素が深く入るため表皮をとっても完
全に消すことはできません。そのため、明治政府が入
れ墨を禁止するようになり、入れ墨を消したいと思う
アイヌの女性たちもいましたが、完全に消すことはで
きなかったのです。

　入れ墨は女の子
が初潮年齢に達す
る頃から、本格的
に山菜採取が始ま
る前の梅雨の時期
に各地で行われて
いて、女性として
真に成人したこと

を意味します。入れ墨が半端な者は嫁にはできないと
まで言われたり、入れ墨をせずに死ぬと、死んでから
鋸
のこぎり

で入れられるといって脅かされたり、同性同士で差
別されたりもしました。しかし、皮膚を何度も切るわ
けですから、大変な苦痛を伴います。皮膚を切るだけ
でも相当痛いだけでなく、大きくはれ上がり、口の周
りの施術だと食事ができなくなるので、施術前にはお
腹一杯食べておき、ヨシ製のストローで重湯を口にす
ることもありました。
　一方、漢方には瘀

お
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といって患部から出血させるこ
とにより血行を良くして体の悪いところを直すという
治療法がありますが、入れ墨は同様の治療法として使
われていました。特に女性は更年期の症状が軽くなる
として、 2度目、 3度目の入れ墨を入れることがあっ
たそうです。若い時は傷をつけると鮮血が出るのです
が、更年期症状のある女性のときは、どろりとした赤
黒い血だそうです。俗に古血を出すという漢方の治療
法としては確立しており、鍼灸療法の基本となってい
ます。
　入れ墨は血行の状態も示します。朝の入れ墨の色は
濃紺なのに、疲れが出てくる夕方は浅黄色（薄い空色）
になるのだそうです。そのように健康状態をはかるバ
ロメーターでもあったのでした。
　最近若い欧米系のインバウンドのお客様にはお洒落
の一種として入れ墨をしている方を多く見かけます。
日本では魔除けの意味があるとともに、特殊なイメー
ジも持たれがちですが、アイヌ民族にとって入れ墨は
立派な伝統文化であり、縄文人も入れ墨をしていたと
いうのは定説です。入れ墨についてもう少し柔軟に考
えてもよい頃ではないでしょうか。
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